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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準作成機関である一般社団法人

日本電線工業会(JCMA)及び一般財団法人日本規格協会から，産業標準の案を添えて日本産業規格を制定

すべきとの申出があり，経済産業大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 
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日本産業規格（案）       JIS 
 C 63294：0000 
 

定格電圧 450/750 V 以下の電気ケーブル試験方法 
Test methods for electric cables with rated voltages up to and including 

450/750 V 
 

序文 

この規格は，2021 年に第 1 版として発行された IEC 63294 を基とし,我が国の事情のため、術的内容を

変更して作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格にはない事項である。技術的差異の一

覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

 

1 適用範囲 

この規格は，JIS C 3660 規格群に含まれない定格電圧 450/750 V 以下の電気ケーブル（以下ケーブルと

いう。）の試験方法について規定する。 

注記 この規格は，電気事業法における“電気設備の技術基準の解釈”の第 7 章（国際規格の取り入れ）

に規定する電気設備に用いる塩化ビニル絶縁ケーブル，ゴム絶縁ケーブルなどを対象としている。

この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 
IEC 63294:2021，Test methods for electric cables with rated voltages up to and including 450/750 V（MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”こと

を示す。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS C 3660-201 電気・光ファイバケーブル－非金属材料の試験方法－第 201 部：一般試験－絶縁体厚

さの測定 
注記 対応国際規格：IEC 60811-201，Electric and optical fibre cables－Test methods for non‑metallic 

material－Part 201: General tests－Measurement of insulation thickness 

JIS C 3660-202 電気・光ファイバケーブル－非金属材料の試験方法－第 202 部：一般試験－非金属シ

ース厚さの測定 
注記 対応国際規格：IEC 60811-202，Electric and optical fibre cables－Test methods for non‑metallic 

materials－Part 202: General tests－Measurement of thickness of non-metallic sheath 

JIS C 3660-203 電気・光ファイバケーブル－非金属材料の試験方法－第 203 部：一般試験－仕上寸法
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の測定 
注記 対応国際規格：IEC 60811-203，Electric and optical fibre cables－Test methods for non‑metallic 

materials－Part 203: General tests－Measurement of overall dimensions 

JIS C 3660-401 電気・光ファイバケーブル－非金属材料の試験方法－第 401 部：各種試験－加熱老化

試験方法－エアオーブンによる加熱老化 
注記 対応国際規格：IEC 60811-401，Electric and optical fibre cables－Test methods for non‑metallic 

materials－Part 401: Miscellaneous tests－Thermal ageing methods－Ageing in an air oven 

JIS C 3660-501 電気・光ファイバケーブル－非金属材料の試験方法－第 501 部：機械試験－絶縁体及

びシース用コンパウンドの機械的特性試験 
注記 対応国際規格：IEC 60811-501，Electric and optical fibre cables－Test methods for non‑metallic 

materials－Part 501: Mechanical tests－Tests for determining the mechanical properties of insulating 
and sheathing compounds 

IEC 62230，Electric cables－Spark-test method 

JIS C 3667 定格電圧 1 kV〜30 kV の押出絶縁電力ケーブル及びその附属品－定格電圧 0.6/1 kV のケ

ーブル 
注記 対応国際規格：IEC 60502-1，Power cables with extruded insulation and their accessories for rated 

voltages from 1 kV (Um = 1,2 kV) up to 30 kV (Um = 36 kV)－Part 1: Cables for rated voltages of 1 
kV (Um = 1,2 kV) and 3 kV (Um = 3,6 kV) 

JIS B 0031 製品の幾何特性仕様（GPS）－表面性状の図示方法 
 注記 対応国際規格：ISO 1302，Geometrical Product Specifications (GPS)－Indication of surface texture 

in technical product documentation 
 

3 用語及び定義 

3.1 試験に関する定義 

3.1.1 出荷試験（記号 R）[routine test symbol(R)] 

製造業者が，各製造長さ単位について規定された要求事項に適合していることを検査するために行う試

験。 

4 一般要求事項 

4.1 試料採取 

絶縁体及びシースの表示がエンボス（浮き彫り）の場合には，この表示を含んで試料を採取する。 

多心ケーブルの場合には，5.6 及び 6.2 に規定する試験を除き，特に規定がない限り，（適用可能な場合

は，異なった色の）3 心以下で試験する。 

4.2 前処理 

全ての試験は，絶縁材料又はシース材料を，押出あるいは架橋工程による加工後，16 時間以上経過した

もので実施する。 
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4.3 試験温度 

関連するケーブル製品規格に別途規定がない場合には，試験は周囲温度（20±15）℃で実施する。 

4.4 試験電圧 

関連するケーブル製品規格に規定のない限り，試験電圧は，交流 49～61Hz で，ほぼ正弦波形で最大値/
実効値の比が√2 で，その許容差が±7%とする。 

試験電圧として規定する値は，実効値である。 

4.5 試験値 

この規格では，全ての試験条件（温度，持続時間など）及び試験要求事項を規定するものではなく，こ

れらは，関連するケーブル製品規格によって規定することを意図している。 

この規格で記載する試験要求事項は，特定の種類のケーブルについて必要な場合には関連するケーブル

製品規格によって変更してもよい。 

5 電気試験方法 

5.1 導体の電気抵抗 

導体の電気抵抗の測定は，長さを測定した 1 m 以上の長さのケーブル試料を用いて行う。 

20 ℃で 1 km 当たりの値へ換算する場合は，次の式による。 

 𝑅ଶ = 𝑅௧ × 254.5234.5 +  𝑡  ×  1 000𝐿  

 
ここで， R20： 20 ℃での抵抗（Ω/km） 
 Rt： t ℃でのケーブルの Lメートルの抵抗（Ω） 
 t： 測定時の試料の温度（℃） 
 L： ケーブル試料の長さ（m）（ケーブル試料の製

品長であり，個々の線心又は素線長さではな

い。） 

5.2 完成品ケーブルの耐電圧試験 

完成品ケーブルの耐電圧試験は，水中で実施する。試料の長さ，水温，浸漬時間及び試験電圧は，関連

するケーブル製品規格に規定する。 

電圧は，各導体と，全ての他の導体及び金属層若しくは金属部品を接続したもの（金属層又は金属部品

が存在する場合）又は水との間に印加する。次に，一括した全ての導体と金属層若しくは金属部品（金属

層又は金属部品が存在する場合）又は水との間に印可する。 

試験中に絶縁破壊してはならない。 
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5.3 線心の水中耐電圧試験 

5.3.1 一般 

この試験は，シース付きケーブル，編組付きケーブル及びシース無しの平形ケーブルに適用する。 

5.3.2 試料 

長さ約 5 m のケーブルから，シース，遮蔽などの全ての被覆物を，コアにダメージを与えないように十

分注意して除去し，試料を作成する。 

平形電線の場合は，5 m の試料を採取し，線心間の絶縁体に切れ目を入れ，線心を傷つけることなく，2 
m の長さにわたって手で線心を分離する。 

5.3.3 手順 

試料は，関連するケーブル製品規格に規定された時間及び温度で水に浸漬する。 

線心の両端は，電圧を印加するために十分な長さが水面上に突き出ていることを確認する。関連するケ

ーブル製品規格に規定された電圧を，規定された時間，，導体と水との間に印加する。 

5.3.4 要求事項 

試験中に絶縁破壊が生じないこと。 

5.4 絶縁抵抗 

絶縁抵抗は，約 5 m のケーブル線心試料に対して行う。試料は，5.3 に規定する試験に用いた試料又は，

これが適用できない場合には 5.2 に規定する試験を行った試料に対して実施する。 

試料は，あらかじめ関連するケーブル製品規格に規定された温度の水に浸漬する。試料の両端は，0.25 
m の長さを水に浸らないようにする。 

試料の長さ，浸漬する水の温度及び浸漬時間は，関連するケーブル製品規格による。 

導体と水との間に 80 V～500 V の直流電圧を印加する。 

絶縁抵抗値は，電圧印加後の 1 分値を測定する。測定値は， MΩ・km で表記する。 

測定結果は，関連するケーブル製品規格に規定された最小絶縁抵抗値以上でなければならない。 

注記 絶縁抵抗の最小値は，次式から算出することが可能である（体積抵抗率 1×108 Ω・m を基準とす

る。）。 

 𝑅 = 0.0367 logଵ  𝐷𝑑   

 
ここで， R： 絶縁抵抗(MΩ・km) 
 D： 絶縁体の公称外径（mm） 
 d： 導体の外接円の直径，又は金糸コードの

場合は，絶縁体の公称内径（mm） 
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5.5 導体最高許容温度が 90 ℃を超えるケーブルの絶縁抵抗  

この試験方法は，導体最高許容温度が 90 ℃を超えるケーブル又は線心に適用する。 

試料は，5.3 に規定する試験に用いた試料又は，これが適用できない場合には，5.2 に規定する試験を行

った試料に対して実施する。 

試験するケーブル又は線心から長さ約 1.4 m の試料を切り出す。この試料の中心部を半導電層で覆い，

その上に金属編組又は金属テープを，試料中央部に 1 m の有効長が得られるように施す。 

有効長の両端から外側に約 1 mm の間隔をとり，幅約 5 mm に保護電極ワイヤーバインド線を巻く。有

効長両端のバインド線の外側に施された半導電材料は除去する（図 1 参照）。 

その後，試料は，15D 以下の円筒に巻き付ける。ただし，円筒の最小径は 0.2 m とする（D は，絶縁体

の公称外径とする。）。 

試料は，関連するケーブル製品規格で規定された試験温度の恒温槽内に 2 時間以上保持する。試料は，

恒温槽壁から 5 cm 以上離れた位置に置く。 

規定の条件で保持した後，恒温槽内で導体と遮蔽電極（接地した保護電極ワイヤーバインドを含む半導

電層及び金属編組又は金属テープ）間に 80 V～500 V の直流電圧を印加する。 

 

絶縁抵抗は電圧印加 1 分後に測定し，この値を用いて 1 km 当たりの値に換算する（5.4 の注記参照）。 

その結果，いずれの測定値も関連するケーブル製品規格に規定する絶縁抵抗値以上でなければならない。 

 

 
 記号説明 
1：ガード電極（保護電極ワイヤーバインド） 
2：遮蔽電極（半導電層及び金属編組または金属テープ） 
 

図 1－電極の位置決め 

5.6 直流に対する絶縁の長期抵抗 

5.6.1 試料 

全ての被覆を除去した長さ約 5 m のケーブル試料で試験を実施する。シース無し平形ケーブルの線心は
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分離しない。被覆を除去する際，線心に傷が付かないようにする。 

5 心までのケーブルについては，全ての線心を試験する。5 心以上の多心ケーブルの場合，ケーブルの各

色の 1 心ずつを試験し，色数が 5 色未満の場合は，試験する線心数を 5 心以上とするために，必要に応じ

て重複する色の線心を試験する。 

5.6.2 手順 

試料は，関連するケーブル製品規格に規定された期間及び温度で，10 g/L の濃度の塩化ナトリウム水溶

液に浸漬し，試料の両端の約 250 mm を液面上方に突出させる。220 V 直流電源のマイナス極を試料の導

体に接続し，プラス極を関連するケーブル製品規格に規定されている期間，溶液に浸した銅極に接続する。 

5.6.3 要求事項 

試験中，絶縁破壊せず，絶縁体の外面に損傷の兆候が無いこと無いこと。 

絶縁体の変色は，無視してもよい。 

5.7 絶縁体の完全性 

5.7.1 一般 

製造の最終段階にあるケーブルは，納入長さに切断される前であるか，製造用の長さに切断される前で

あるかにかかわらず，全て試験する。 

単心ケーブルは，シース付き，又はシースなしであるかにかかわらず，5.7.2 に従ってスパーク試験を行

う。シース付き平形ケーブルを含む他の全てのケーブルは，5.7.3 に従って耐電圧試験を行う。 

4.2 の要求事項は，欠陥がないことの確認を，出荷試験（R）として実施する場合には適用しない。 

5.7.2 スパーク試験 

5.7.2.1 手順 

パルス波形高電圧源を使用する試験が許可されていない場合を除き，IEC 62230 に従って試験を実施す

る。 

5.7.2.2 要求事項 

試験中に，欠陥が検出されてはならないてはならない。 

5.7.3 耐電圧試験 

5.7.3.1 手順 

ケーブルを乾燥状態で周囲温度に保持した状態で，関連するケーブル製品規格に規定された電圧を印加

する。この電圧は交流電源又は直流電源から供給し，各導体と他の全ての導体及びアースに接続されてい

る金属層（金属層が存在する場合）との間に印加する。 

徐々に電圧を上げていき，関連するケーブル製品規格に規定する期間，最大値で維持する。 

5.7.3.2 要求事項 
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試験中に絶縁破壊してならはならない。 

5.8 シースの表面抵抗 

5.8.1 試験サンプル 

試験は，完成品ケーブルの 3 本の試料について，それぞれ，約 250 mm の長さで実施する。 

5.8.2 手順 

各試料のシースを工業用メチルアルコールで洗浄し，各試料に公称径 0.2 mm～0.6 mm の銅線をらせん

状に巻いた 2 本の電極を（100±2）mm の間隔で取り付ける。電極を装着後，電極間のシース表面を再度

十分に清掃する。 

電極を取り付けた試料を，温度（20±2）℃，相対湿度（65±5）%の恒温恒湿槽で 24 時間以上保持する。 

恒温恒湿槽から取り出した直後，電極間に 100 V～500 V の直流電圧を印加し，1 分後に抵抗値を測定す

る。 

各サンプルの抵抗測定値（単位：Ω）に a/100 を乗じる乗じる。ここで，a は，試料のシースの円周であ

り，単位はミリメートル（mm）である。このようにして得られた三つの値の中央値をシースの表面抵抗と

して記録する。 

5.8.3 要求事項 

得られた三つの値の中央値は，関連するケーブル製品規格の値以上でなければならない。 

6 非電気的試験方法 

6.1 色及び表示の耐久性の確認 

この要求の適合性は，製造業者名又は商標の表示及び線心の色又は数字が，水に浸した綿又は綿布で 10
回軽くこすったとき，除去されないことないことを確認する。 

6.2 絶縁体の厚さの測定 

6.2.1 手順 

絶縁体厚さは，JIS C 3660-201 によって測定する。 

ケーブルの試料の各々1 m 以上離れた 3 か所から 1 試験片ずつ採取する。 

試験片の作成は，JIS C 3660-501 に従って実施する。 

適合性は，5 心以下のケーブルについては，全ての線心について，5 心を超えるものにあっては，任意の

5 心について確認する。 

6.2.2 結果の評価 

それぞれの線心の絶縁体の 3 試験片から得られた 18 か所の値（単位：mm）の平均は，JIS C 3667 の附

属書 B（数値の丸め方）の規定に従って小数点以下第 2 位まで計算し，四捨五入する。これによって得ら
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れた値を絶縁体厚さの平均値とする。 

得られた数値の最小値を絶縁体の最小厚さとする。 

6.3 シース厚の測定 

6.3.1 手順 

シースの厚さは，JIS C 3660-202 によって測定する。 

ケーブルの試料の各々1 m 以上離れた 3 か所から 1 試験片ずつ採取する。 

6.3.2 結果の評価 

シースの 3 試験片から得られた全ての値（単位：mm）の平均は，JIS C 3667 の付属書 B（数値の丸め方）

の規定に従って小数点以下第 2 位まで計算し，四捨五入する。これによって得られた値をシース厚さの平

均値とする。 

得られた数値の最小値をシースの最小厚さとする。 

6.4 仕上り寸法及び真円度の測定 

6.2 又は 6.3 によって採取した 3 試験片について測定する。 

丸形ケーブルの仕上り寸法及び長径が 15 mm 以下の平形ケーブルの仕上り寸法は，JIS C 3660-203 によ

って測定する。 

長径が 15 mm を超える平形ケーブルの測定には，マイクロメータ，投影機又はこれらとこれらと同等以

上の装置を使用する。 

得られた測定値の平均を，平均仕上り寸法とする。 

丸形シース付きケーブルの真円度の確認は，同一断面（真円度）の丸形ケーブルの外径の任意 2 点を測

定し，その値の差異が平均直径の 15 %を超えてはならない。 

6.5 すず（錫）めっきなし導体のはんだ付け性試験 

6.5.1 一般 

試験は，すず（錫）めっきなし導体と絶縁体間のセパレータの効果を確認することを目的とする。 

6.5.2 試料採取及び試験片の準備 

6.8 で定義された曲げ試験に適合する長さの試料をケーブルの 3 か所から採取し，絶縁線心以外の全て

の構成物を取り除く。 

この絶縁線心の試料を，試料外径の最大 3 倍の外径をもつ円筒に 3 回巻き付ける。 

次に，絶縁線心の試料を円筒からほどき，まっすぐにした後，1 回目の巻付けによって圧縮された側が

2 回目では伸ばされるように再度巻き付ける。 

一方向に 3 回，逆方向に 3 回巻き付ける操作を 1 サイクルとし，更に 2 サイクル繰り返す。 
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3 サイクルの巻付け操作終了後，まっすぐにした各絶縁線心の巻付けられていた部分から約 15 cm の長

さの試験片を採取する。 

各試験片は，(70±1) ℃の恒温槽に 240 時間保持する。 

その後，試験片を取り出し，室温で 16 時間以上放置する。 

各試験片の片端からから，絶縁体を 60 mm 以上はぎ取り，6.5.4 に規定するはんだ槽法によって，はんだ

付け性試験を行う。 

6.5.3 はんだ槽 

はんだ槽は，導体を浸漬している間，はんだが均一に付着する温度に保持するために十分な容積をもつ

ものとする。はんだの温度を(270±10) ℃に維持できる装置を使用する。 

はんだ槽の深さは，75 mm 以上とする。 

はんだ槽からの直射熱から試験片を保護するために，耐熱性材料の板に試験片の寸法に応じた孔を設け

た熱遮蔽板によって，はんだ槽の直視面積を縮小する。 

はんだの成分は，すず（錫）（59.5 %～61.5 %）及び鉛とする。 

不純物（総質量比）は，次の値を超えてはならない。 
アンチモン： 0.50 % 亜鉛： 0.005 % 

ビスマス： 0.25 % アルミニウム： 0.005 % 
銅： 0.08 % その他： 0.080 % 
鉄： 0.02 %   

6.5.4 試験手順 

はんだ槽の表面は，清潔かつ光沢のある状態に保たなければならない。 

試験片の導体部分を，，室温の塩化亜鉛水溶液（ZnCl2 は，全質量の 10 %）が入った酸洗い槽に約 10 秒

間浸漬した後，長手軸方向に 50 mm 以上はんだ槽中に浸漬する。 

浸漬速さは，(25±5 )mm/s とする。 

浸漬時間は，試料を完全に浸漬した後，(5±0.5) s とする。 

取出し速さは，(25±5) mm/s とする。 

1 回の浸漬開始から次の浸漬開始までは約 10 秒間隔で実施する。浸漬回数は，3 回とする。 

6.5.5 要求事項 

導体の浸漬部分が，十分にはんだで覆われていなければならない。 

6.6 可とう性試験 

6.6.1 一般 

この試験は，公称断面積が 4 mm2 までの線心の可とうケーブルに適用する。 
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この試験は，3 層以上の同心層に 18 心以上並べたケーブルに対しては適用しない。 

試験要求事項は，関連するケーブル製品規格による。 

6.6.2 装置 

この試験は，図 2 に示す装置を用いて行う。この装置は，移動台 C，移動台を左右に動かす装置，及び

試料を通す 4 個のプーリによって構成する。移動台 C は，同一外径の二つのプーリ A 及び B を支持する。

装置の両端に固定した 2 個のプーリは，プーリ A 及び B とは直径が異なってもよいが，4 個のプーリは，

プーリ間で試料が水平になるように配置する。移動台は，約 0.33 m/s の一定速度で約 1 m の距離にわたっ

て移動したのち，動作方向が反転する。 

プーリは，金属製で丸形ケーブルについては半円形の溝を，平形ケーブルについては平形の溝をもつ構

造とする。押さえ金具 D は，移動台が動く方向と逆方向のおもりによって常に張力が加わるように固定す

る。この場合，一方の押さえ金具が支持台に接しているとき，他方の押さえ金具と支持台との間隔は，最

大 5 cm とする。 

移動装置は，滑らかに動作し，反転するときに衝撃が加わらない構造とする。 

 

 
 記号説明 
A：プーリ   B：プーリ   C：移動台   D：押さえ金具 
 

図 2－可とう性試験装置 

6.6.3 試料の準備 

長さ約 5 m の可とうケーブルの試料は，図 2 に示すようにプーリを通して取付け，各端にはおもりを載

せる。 

おもりの質量及びプーリ A，B の直径は，関連するケーブル製品規格による。 

6.6.4 線心への通電 

線心への通電には，低電圧又は約 230/400 V の電圧のいずれかを使用してもよい。 

可とう性試験中，該当するケーブル製品規格に規定されている電流を，ケーブル線心に通電する。 
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6.6.5 線心間の電圧 

2 心ケーブルの場合，導体間は交流電圧約 230 V とする。3 心以上をもつ他の全てのケーブルについて

は，3 心の導体に約 400 V の三相交流を印加する。その他の導体は，全て中性線に接続する。約 400 V の

電圧を印加する線心は，隣接した線心とする。2 層構造の場合では，試験する線心は，外層のものとする。

この条件は，低電圧電流負荷システムを使用した場合にも適用する。 

6.6.6 不適合の検知（可とう性試験装置の構造） 

可とう性試験装置は，可とう性試験中に次のいずれかのことが起きた場合，検知し停止する構造とする。 

－ 電流の遮断 

－ 導体間の短絡 

－ 試料と試験装置のプーリとの間の短絡 

6.7 静的可とう性試験 

試験要求事項は，関連するケーブル製品規格による。 

試験に先立ち，ケーブルを（20±5）℃で，24 時間時間以上，垂直状態に保持する。 

長さ(3±0.05) m の試料を，図 3 に示すものと同様の装置で試験する。押さえ金具 A，B の 2 個は，地上

1.5 m 以上の高さに配置する。 

押さえ金具 A は固定し，押さえ金具 B は，押さえ金具 A と同じ高さで水平に移動する。 

試料の端部は，垂直につかみ（試験中は垂直に保つ），一方の端部を押さえ金具 A に，他方の端部は，

押さえ金具 A から図 3 の lのとおり約 0.2 m 離れた可動押さえ金具 B に固定する。ケーブルは，おおよそ

破線で図 3 に示された形をとる。 

次に，可動押さえ金具 B を，金具を通る 2 本の鉛直線と曲げられたケーブルの外側の平行面の接線とで

完全に囲まれた図 3 の実線で示す U 字形のループを形成するまで，固定した金具 A から遠ざける。次に，

ケーブルを，押さえ金具内で約 180°回転させ，試験を繰り返す。 

二つの垂直線間で測定した図 3 に示す l'の 1 回目と 2 回目との値の平均を試験結果とする。 

好ましくない結果が得られた場合，試料を，ケーブルの外径の約 20 倍の径のリール枠に 4 回巻付け及

び巻戻しの前処理をする。この場合，試料は，毎回約 90°ずつ回転させる。この前処理の後，試料は，上

記の試験により，規定の要求事項を満足すること。 



12 
C 63294：0000  

著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

単位 m 

 

図 3－静的可とう試験 

6.8 曲げ試験 

試験要求事項は，関連するケーブル製品規格によるものとする。 

適切な長さのコードの試料を図 4 に示す装置に取り付け，約 500g のおもりをつるす。導体には，公称値

0.1 A の電流を通電する。 

試料を導体の軸面と垂直方向に左右 90°曲げる。 

180°の曲げを 1 サイクルの屈曲とし，屈曲速度は毎分 60 サイクルとする。 

試料が，関連するケーブル製品規格に規定した要求事項に適合しない場合は，二つの追加試料で試験を

繰り返し，両者が要求事項に適合しなければならない。 
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単位 mm 

 
図 4－曲げ試験装置 

6.9 耐摩耗試験 

試験要求事項は，関連するケーブル製品規格による。 

この試験は，それぞれ約 1 m の長さの試料を 2 本ずつ 3 組採取する。 

それぞれの組において，一つの試料は，図 5 に示すように，溝の底部において，40 mm の直径をもつ固

定リールに，ほぼ 2 回巻き付ける。このリールのフランジ（鍔）間の距離は，巻き付けた試料が互いに接

触するようにする。次に，試料を，リールに対するあらゆる動きを防止するように固定する。 

もう一つの試料は，巻き付けた試料によって形成された溝に設置し，一端に約 500 g のおもりを取り付

ける。 

他端は，片道で毎分約 40 回の割合で，0.10 m 以上の距離にわたって上下に移動する。 
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単位 mm 

 

図 5－耐摩耗試験の配置 

6.10 落下試験 

要求事項は，関連するケーブル製品規格による。 

適切な長さのケーブル試料の一端を固定支持部に取り付け，固定端から 0.5 m 下に 500 g のおもりを取

り付ける。導体には，約 0.1 A の電流を通電する。おもりを固定端まで持ち上げ落下させ，これを 5 回繰

り返す。 

6.11 （規定なし） 

6.12 3 個のプーリによる可とう性試験 

6.12.1 試験方法 

この試験は，次に示す試験装置の改良点以外は，6.6 による。 

a) 移動台 6.6.2 の装置は，図 6 に示す改良形移動台 C とする。 

b) プーリ 改良形移動台 C の 3 個のプーリは，関連するケーブル製品規格に規定されたプーリの直径と

同等の直径とする。 

c) 移動台の速度 改良形移動台 C の速度は，約 0.1 m/s とする。 

固定リール 
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d) おもり 導体に負荷するおもりによる荷重は，公称断面積当たり 28 N/mm2 以上に基づき計算する。 

 

 
図 6－改良形移動台 C 

6.12.2 要求事項 

1 000 サイクルの試験中（2 000 回のシングルストローク），電流が遮断，導体間の短絡，又はケーブル及

びプーリ（可とう性試験装置）間の短絡が生じてはならない。 

規定回数を終了後，ケーブルのシースを取り除く。その後，線心は，5.3 によって関連するケーブル製品

規格に規定する耐電圧試験に耐えなければならない。 

6.13 ねじり強度試験 

6.13.1 適用 

この試験は，公称断面積が 1.5 mm2 以下の，2 心及び 3 心のシース付きケーブルに適用する。 

6.13.2 試験装置 

この試験は，引張試験機又はこれと同等の装置を用いる。 

ケーブル固定用の 2 個の押さえ金具を必要とする。上部押さえ金具は，上下運動ができるものとする。

下部押さえ金具は，垂直方向に自由運動の余地を残すものとし，試験中にケーブルのねじれ状態に変化を

与えないように垂直軸のねじれ防止構造とする。その配置を，図 7 に示す。 

6.13.3 試料 
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試験用ケーブルの試料は，約 1 m とする。ケーブルは，図 7 の状態 1（開始時）に示すように 3 回ねじ

る。その後，開始時に上部押さえ金具と下部押さえ金具との間の距離が，約 200 mm となるように固定す

る。ケーブルが完全に延ばされた状態での両押さえ金具間の間隔は，図 7 の状態 2（伸長時）に示すよう

に約 800 mm とする。 

試験用として 4 試料を準備し，そのうち 2 試料は時計方向にねじり，残り 2 試料は反時計方向にねじる。 

6.13.4 試験手順 

下部押さえ金具は，関連するケーブル製品規格に規定されたおもりによる荷重を加える。 

ケーブルの各導体に，関連するケーブル製品規格に規定された電流を通電する。電圧は，低電圧でもよ

い。 

可動上部押さえ金具は，1 分間に 9 サイクルの割合で上下運動するものとする。（1 サイクルとは，上方

及び下方へそれぞれ 1 回の運動をいう。）両運動（上又は下）の移動距離は，約 650 mm とする。 

上部押さえ金具が上限に達したとき，下部押さえ金具底部に取り付けたおもりは，約 50 mm 上昇する

（図 7 の状態 2 参照）。 

合計 3 000 サイクルの試験を，全ての試料について行う。 

6.13.5 要求事項 

試験中に電流の遮断又は導体間の短絡のいずれも生じてはならない。 

また，シース又は他の外部保護層（繊維編組）には，損傷（ひび割れ又は引裂け）が生じてはならない。

繊維編組は，2 mm 以上の隙間があってはならない。 

試験の終了後に，シース及び全ての外部保護層を取り除き，その線心に 5.3 によって耐電圧試験を実施

する。 
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単位 mm 

 
図 7－ねじり強度試験装置 

6.14 ゴムコンパウンドからなる絶縁体の熱老化後の機械特性試験 

6.14.1 一般 

試験は，6.14.3 及び 6.14.4 によるほかよるほか，JIS C 3660-501 及び JIS C 3660-401 による。 

試験条件及び及び試験要求事項は，関連するケーブル製品規格による。 

6.14.2 採取及び調製 

要求される熱老化処理後の引張試験に必要な五つ以上の試験片を採取することが可能な，十分な長さを

有する試験対象の各線心の試料を採取する。 

6.14.3 熱老化方法 

導体を有する線心試験片の熱老化は，JIS C 3660-401 の箇条 B.1 に規定されている管状及びダンベル状

の試験片に関する規定に従って実施する。 

導体及び及びセパレータ（もしあれば）が，絶縁体に損傷を与えずに関連する熱老化処理の後に取り除

くことができないことが予想される場合，熱老化処理の前に導体を形成する素線の約 30 %を取り除いても

よい。 
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6.14.4 試験片及び引張試験の調製 

熱老化処理完了後，線心試験片を直ちに，オーブン又はボンベから取り出し，直射日光を避け，16 時間

以上周囲温度に放置する。 

試験片は，JIS C 3660-501 に従って調製する。 

ダンベル状試験片の作製に当たっては，導体側が最低限試験を実施するための十分な平滑度をもつよう

絶縁体を研削又は研磨する。 

試験片作製後，JIS C 3660-501 に従い，断面積の決定，調整及び引張試験を実施する。 

6.15 繊維編組の耐熱性試験 

6.15.1 一般 

この試験は，繊維編組が十分な耐熱性をもつことを確認するためのものである。 

6.15.2 装置 

試験装置は次による 

－ 自然対流式電気恒温槽 

－ 平滑で平たんな面をもつ，図 8 に示すアルミニウムブロック。表面仕上げは，JIS B 0031 に従い，粗

さクラスは Ra 50，試験片の質量は(1 000±50) g のものとする 

－ アルミニウムブロックがガイドロッドの間を遮ることなくスライドできるように，また，横方向への

傾きが避けられるように設計された，図 8 による，ガイドロット付き鋼鉄製の L 形基盤 

－ ストップウォッチなどのタイマー 

6.15.3 試料 

試験試料は，長さ約 300 mm の完成品ケーブルとする。 

6.15.4 調製 

試験試料を，図 8 に示すように，アルミニウムブロックの真ん中で，鋼板の平均縦軸にできるだけ近づ

けてまっすぐに配置し，試料の一端が，後部引き込み孔から約 100 mm 出るようにする。 

アルミニウムブロックは，その後，電気恒温槽内に，(260±5) ℃の温度で 4 時間以上保持する。 

6.15.5 試験手順 

アルミニウムブロックを電気恒温槽から取り出し，直ちに 秒間，試験試料の上に置く。その後，

アルミニウムブロックを試験試料から取り外す。 

6.15.6 要求事項 

編組又は編組のいずれかの構成部品に溶融又は炭化が見られない場合，試験に適合したとみなす。 
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単位 mm 

 

 

図 8－試料配置図 

6.16 水中浸漬後のシースの機械的特性試験 

6.16.1 一般 

この試験は，完成品及び水中浸漬後におけるシースの引張強さ及び伸びを測定することによって，シー

スの機械的特性に及ぼす水の影響を確認するためのものである。 

完成品及び水中浸漬後の試験片の引張試験は，連続して行う。 

6.16.2 試験片の試料採取及び準備 

JIS C 3660-501 に規定する手順に従って，ダンベル状試験片を準備する。 

ダンベル状試験片の断面積は，水中浸漬前に決定する。 

6.16.3 手順 

ダンベル形状試験片を，関連するケーブル製品規格に規定されている時間及び温度で，イオン交換水又

は蒸留水に浸漬する。水中浸漬後，ダンベル状試験片を（20±5）℃に冷却してから水中から取り出す。ダ

ンベル状試験片を 60 分以内に吸収紙で乾燥させ，引張強さ及び伸びの両方を JIS C 3660-501 に規定され

ている手順に従って測定する。 

6.16.4 結果の評価 

引張強さ及び伸びは，JIS C 3660-501 に規定する手順に従って計算する。 
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6.17 化学試験：ハロゲンの定量－要素試験 

（対応国際規格の規定を不採用とした。） 
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附属書 A 
（参考） 

試験項目の参照表 

（対応国際規格の附属書を不採用とした。） 
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JIS C 3663-2:2003，定格電圧４５０／７５０Ｖ以下のゴム絶縁ケーブル－第２部：試験方法 
JIS C 3660(all parts)，電気・光ファイバケーブル－非金属材料の試験方法 

IEC 60227-2:1997，Polyvinyl chloride insulated cables of rated voltages up to and including 450/750 V－Part 2:Test 
methods+Amendment 1:2003 

IEC 60245-2:1994，Rubber insulated cables－Rated voltages up to and including 450/750 V－ Part 2:Test 
methods+Amendment 1:1997+Amendment 2:1997 

IEC 60811（all parts），Electric and optical fibre cables－Test methods for non-metallic materials 

IEC 62821-2:2015，Electric cables－Halogen-free, low smoke, thermoplastic insulated and sheathed cables of rated 
voltages up to and including 450/750 V－Part 2:Test methods 

IEC 63010-2:2017，Halogen-free thermoplastic insulated and sheathed flexible cables of rated voltages up to and 
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附属書 JA 
（参考） 

JIS と対応国際規格との対比表 
 

JIS C 63294 IEC 63294:2021，（MOD） 
 
a) JIS の箇

条番号 
b) 対応国際

規格の対

応する箇

条番号 

c) 箇条ご

との評

価 

d) JIS と対応国際規格との技術的差異の

内容及び理由 
e) JIS と対応国際規格

との技術的差異に対

する今後の対策 

6.17 6.17 削除 我が国では，対応国際規格で規定されたハ

ロゲンの定量試験を引用する JIS が存在し

ないため，削除した。 

我が国の事情のため IEC
へは提案しない。 

附属書 A 附属書 A 削除 JIS では，試験項目の参照表は不要のため，

削除した 
我が国の事情のため IEC
へは提案しない。 

注記 1 箇条ごとの評価欄の用語の意味を，次に示す。 
－ 削除：対応国際規格の規定項目又は規定内容を削除している。 

注記 2 JIS と対応国際規格との対応の程度の全体評価の記号の意味を，次に示す。 
－ MOD：対応国際規格を修正している。 

 




